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市内視察

地域連携で交流を深める
Q  ひまわりの家ではどのような
支援やプログラムがあるか。

ひまわりの家は、燕市にある生活介護事業所で、NPO法

人が運営している。障がい者の自立支援を目的に、日常

生活の介助や創作・生産活動の機会を提供し、社会参加

を促進する施設である。

A  障がいを持つ方々が安心して生活できるよ
う、日常生活の介助、創作活動、生産活動、リハ
ビリテーションを実施している。また、年間行事
を通じて、利用者の社会参加や自己表現を促し、
より豊かな生活を支援するなど地域との連携にも
力を入れ、交流を深める機会を提供している。

創作・生産活動の機会を
提供し、社会参加を促進

　総務文教常任委員会、市民厚生常任委員会、　総務文教常任委員会、市民厚生常任委員会、
産業建設常任委員会が、それぞれ担当している産業建設常任委員会が、それぞれ担当している
事業及び関連する施設を訪ねて、現状を学びま事業及び関連する施設を訪ねて、現状を学びま
した。その様子を報告します。した。その様子を報告します。

「チャレンジ！ 燕市議会」

新たな掘削土の有効活用先の確保Q  直近の課題は。

A  改修工事では、大量の掘削土が発生するが、その
利用先の確保が課題となっている。掘削土はこれまで
堤防整備や農地のかさ上げ、卸売市場の盛土材などに
活用されてきたが、掘削土の発生量が非常に多いため、

全てを地域内で消化しきるのが難しく、今後も
新たな有効活用先を見つける必要がある。

1922年の通水以来、地域の治水の要となってきたが、老朽化や

洪水処理能力の不足が課題となっており、令和20年度の完成を

目指して改修工事が進んでいる。

令和20年度完成目指し大改修

促

改

活
地球にやさしい栽培Q  この生産システムの特徴は。

A  IoT技術を活用してキノコの生産環境を自動管理・
最適化しており、省力化と高品質を両立させている。ま
た廃棄物も削減できる環境配慮型の生産システムであ
り、添加物・栄養剤を使わずに有機栽培が可能。温暖
化ガス排出量も大幅に削減できるなど、国内外で特許
を取得した他に類を見ない技術となっている。

従来とは異なる最先端のIoT(※1)技術を活用したキノコ生産システ

ムを提供している「株式会社楽 （々らら）」を訪ねた。

最先端技術を活用
株式会社 楽々 産

大河津分水路改修工事（山地部掘削現場） 産

ひまわりの家  市

（※1）IoT（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ ｏｆ Ｔｈｉｎｇｓの省略）…家電製品、車、建物、工場の
機械など様々な「モノ」をインターネットに接続することで、離れた場
所から対象物を計測・制御したりモノ同士の通信を可能にする技術。
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市内視察

市民の安全確保のために

市民のヘルスリテラシー(※2)向上を

地域全体で住民の健康を支える医療体制を築

くことの重要性を踏まえ、県央エリアの急性

期医療を担う県央基幹病院を訪ねた。

地域医療の中核
医

施設の機能改善と安全性を確保

昭和55年（1980年）建設から築45年が経過し、老朽化が

進む燕消防署。改修工事に向けて現地を視察した。

利用者増加に対応
吉田南小学校区では、大規模な団地造成に伴い、今後児童

クラブの利用者数の増加が見込まれる。 そのため、旧吉田

南保育園を大規模改修し、「児童クラブメート」を小学校か

ら移転することにより受け入れ定員数の拡大を行なった。

受け入れ定員倍増

増

Q  救急系受入が想定を大きく上回ってい
るとのことだが、その状況や対策を伺いたい。

A  受け入れ定員は65名から120名に拡大した。

A  当初目標約6000件に対し１万件を超える救急患者があり、救急医療は逼
 ひっぱく

迫
している。入院に至らない軽症患者が多数を占め、高齢化も相まってこの状況
は続く可能性があり事態は深刻だ。市民のヘルスリテラシー向上を図り、生活習
慣改善や高齢者の日常生活支援、一人一人の予防行動の徹底が市民のＱＯＬ(※3)

向上と持続可能な地域医療のために不可欠ではないかと考えている。

燕消防署    総

児童クラブメート 総

済生会新潟県央基幹病院   市

A  照明のLED化や浴室の改修、シャワー・乾
燥室の整備、車庫前舗装下の空洞対策などを予定
している。

安

Q  どのような改修を行うのか。

Q  新たな児童クラブの受け入れ定員数はどのくらい増えたのか。

基幹病院の屋上ヘリポート

（※2） ヘルスリテラシー…健康や医療に関する情報を集め、それが信頼できる
情報かどうかを判断し、自分の健康管理や病気の予防に役立てる能力。

（※3）ＱＯＬ（Quality of Lifeの省略）…
生活の質や人生の質を意味する言
葉。単に物質的な豊かさだけでな
く、精神的な満足度や幸福度、健
康状態など、生活全般における質
を総合的に評価する概念。

総 

総
務
文
教
常
任
委
員
会

市 

市
民
厚
生
常
任
委
員
会

産 

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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議案審査
議員の注目点Part.1 ▶くらしに身近な議案をピックアップ　

   Pick Up ▶

   Pick Up ▶

3

2

「議案のココに ズームイン　」

くらしに身近な 議案に注目！
※ ここに掲載していない議案も含め、各議案等

の議決結果は、 15 ページをご覧ください。

光
熱
費
等
高
騰
の
影
響
に

対
す
る
支
援

令
和
7
年
度
燕
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

私
立
保
育
園
等
光
熱
費
等
支
援
事
業　
２
８
０
万
円

在
籍
人
数
に
応
じ
た
金
額
を
支
援

問
支
援
金
額
を
在
籍
人
数
ご
と
に
設
定
し
た
理
由
に

つ
い
て
伺
う
。

答
在
籍
人
数
が
多
い
ほ
ど
冷
暖
房
を
使
用
す
る
保
育

室
が
多
く
な
る
ほ
か
、
給
食
調
理
で
も
規
模
が
大

き
い
と
調
理
数
が
増
え
、
電
気
・
ガ
ス
を
多
く
使
う
こ
と

に
な
る
た
め
、
在
籍
人
数
に
応
じ
て
４
区
分
で
設
定
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
支
援
単
価
に
つ
い
て
は
、
公
立
保
育
園
の
令

和
５
年
度
・
６
年
度
の
上
昇
相
当
額
を
参
考
と
し
て
い
る
。

（
写
真 

B
）
市

子
宮
頸
が
ん
検
診

「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
単
独
法
」導
入

令
和
7
年
度
燕
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

健（
検
）診
事
業　
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料

　
99
万
円 

陰
性
の
場
合
検
診
は
5
年
に
1
回

問
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
で
陰
性
だ
っ
た
人
た
ち
へ
の
周
知
啓

発
や
受
診
勧
奨
に
つ
い
て
伺
う
。

答
結
果
が
陰
性
の
場
合
、
検
診
は
５
年
に
１
回
で
い

い
こ
と
に
な
る
。
５
年
後
に
は
き
ち
ん
と
検
診
案

内
が
出
せ
る
よ
う
に
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
間
の
婦
人
科

受
診
が
遠
の
か
な
い
よ
う
、
健
康
相
談
等
で
丁
寧
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。
市

第
7
弾
燕
応
援

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ク
ー
ポ
ン
発
行

令
和
7
年
度
燕
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

燕
応
援
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ク
ー
ポ
ン
発
行
事
業

１
億
２
６
０
７
万
円

一
世
帯
当
た
り
４
０
０
０
円
分
配
布

問
一
世
帯
当
た
り
4
０
０
０
円
分
と
い
う
の
は
、
世
帯

人
数
の
多
い
家
庭
に
対
し
て
不
公
平
で
は
な
い
か
。

答
一
人
一
人
に
配
る
場
合
は
、
委
託
料
な
ど
事
業
費

が
か
さ
む
こ
と
か
ら
、
限
ら
れ
た
予
算
で
よ
り
効

果
的
に
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。（
写
真 

C
）
産

経
営
改
善
に
取
り
組
む　
　

農
業
者
等
へ
支
援

令
和
7
年
度
燕
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

農
地
利
用
効
率
化
等
支
援
事
業
補
助
金

６
２
９
万
円

詳
細
に
つ
い
て
は
市
へ
相
談
を

問
農
業
者
へ
の
周
知
方
法
を
伺
う
。
ま
た
、
年
度
途

中
に
補
助
金
の
要
綱
改
正
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応

は
ど
う
か
。

答
国
・
県
の
補
助
事
業
は
い
ろ
い
ろ
な
メ
ニ
ュ
ー
が
あ

り
、
国
・
県
へ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
ア
ク
セ
ス
で
き

る
よ
う
対
応
し
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
相
談
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
国
・
県
の
条
件
に
当
て
は
ま
れ
ば
、
そ
の
都

度
補
正
予
算
で
対
応
し
た
い
。（
写
真 

D
）
産

A  公開授業イメージ （文科省：道徳教育アーカイブスより）

D  トラクターなど農業用機械の導入を支援

B  園児が快適に過
ご せるように、
電気・ガス等の
費用を支援

　　（イメージ写真）

C   物価高騰の影響
が長期化、市民
生 活 や 経 済 活
動を下支えする
ためクーポンを
全世帯に配布

地
域
の
交
流
拠
点
、

自
治
集
会
施
設
改
修

令
和
7
年
度
燕
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

町
内
関
係
費　
集
会
施
設
建
設
費
補
助
金

１
５
６
万
円

改
修
費
用
の
30
％
以
内
で
補
助

問
集
会
施
設
建
設
費
補
助
金
の
上
限
額
と
、
自
治
会

へ
の
制
度
の
周
知
方
法
を
伺
う
。

答
今
回
補
助
を
行
う
２
団
体
の
申
請
は
集
会
施
設

の
改
修
で
、
補
助
額
は
対
象
事
業
費
の
30
％
以

内
、
上
限
額
は
１
５
０
万
円
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
制
度

の
周
知
方
法
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の

ほ
か
、
毎
年
配
付
し
て
い
る
「
自
治
会
長
の
手
引
き
」
に

お
い
て
も
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。
総
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議案審査 議員の注目点Part.1 ▶くらしに身近な議案をピックアップ　

   Pick Up ▶ 1

「議案のココに ズームイン　」

くらしに身近な 議案に注目！
「録画も生中継も！」　「スマホやパソコンで！」
議会の様子が映像で見られます。
 燕市議会　議会中継　で検索してください。
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業
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方
法
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伺
う
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ま
た
、
年
度
途

中
に
補
助
金
の
要
綱
改
正
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応

は
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う
か
。
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県
の
補
助
事
業
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い
ろ
い
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な
メ
ニ
ュ
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あ

り
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
ア
ク
セ
ス
で
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よ
う
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し
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い
る
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に
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い
て
は
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談
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だ
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い
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ま
た
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件
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当
て
は
ま
れ
ば
、
そ
の
都

度
補
正
予
算
で
対
応
し
た
い
。（
写
真 

D
）
産

吉
田
中
学
校
が

国
の
委
託
事
業
採
択
校
へ

令
和
7
年
度
燕
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

よ
り
よ
い
生
き
方
を
実
践
す
る
力
を
育
む

　
　
　
　
　

  

道
徳
教
育
の
推
進
事
業　

 　
　

41
万
円

考
え
、議
論
す
る
道
徳
学
習

問
こ
の
事
業
の
成
果
報
告
は
、
ど
こ
に
向
け
て
行
う

の
か
。
市
内
の
学
校
の
ほ
か
の
生
徒
も
対
象
と
す

る
の
か
伺
う
。

答
１
月
の
教
育
成
果
報
告
会
に
お
い
て
、
市
内
の
全
学

校
の
教
職
員
等
に
向
け
成
果
を
発
表
す
る
。
児
童
生

徒
を
対
象
と
し
た
報
告
は
、
現
在
考
え
て
い
な
い
。
全
県
の

学
校
に
向
け
て
は
、
県
教
育
委
員
会
か
ら
成
果
報
告
を
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。（
写
真
A
）
総

 

総

総
務
文
教
常
任
委
員
会

 

市

市
民
厚
生
常
任
委
員
会

 

産

産
業
建
設
常
任
委
員
会

A  公開授業イメージ （文科省：道徳教育アーカイブスより）

D  トラクターなど農業用機械の導入を支援
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気になるキーワード、
どれですか？15 の視点 一般質問

（一般質問全編は各議員のＱＲコードから録画映像でご覧いただけます）

議員が独自の視点で市に考えを聞く一般質問は今回15名が登壇。

15のキーワードから興味あるページへどうぞ。議員の解説　 も必見です！

女
性
の
健
康

公
共
交
通

地
域
活
性
化

医
療
用
補
正
具

地
域
福
祉
計
画

農
業
問
題

人
手
不
足

県
央
基
幹
病
院

産
業
構
造

道
路
標
示
劣
化

再
稼
働
問
題

政
策
達
成
度

農
業
再
生

ワ
ク
チ
ン
接
種

県
央
広
域
連
携

P.6P.7P.8P.9P.10P.11P.12P.13 P.7P.8P.9P.10P.11P.12P.13

問
市
民
に
対
し
て
の
更
年

期
障
害
の
周
知
啓
発
及

び
支
援
体
制
は
。

答
令
和
２
年
度
か
ら
子
宮

頸
が
ん
検
診
を
全
て
の

施
設
検
診
に
す
る
こ
と
で
産
婦

人
科
の
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ

こ
と
に
つ
な
げ
、
更
年
期
障
害

に
つ
い
て
も
相
談
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

問
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
意

義
と
必
要
性
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

答
早
期
発
見
、
早
期
治
療

に
つ
な
げ
る
こ
と
で
子

宮
頸
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
を
減

少
さ
せ
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
国
の
指
針
で
は
２
年
に

１
回
の
受
診
と
な
っ
て
い
る
が
、

燕
市
で
は
20
歳
か
ら
39
歳
ま
で

は
毎
年
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
の

受
診
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。

問
女
性
の
活
躍
を
推
進
し

て
い
く
と
同
時
に
、
女

性
の
健
康
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す

る
取
り
組
み
が
必
要
な
の
で
は

な
い
か
。

答
健
康
増
進
に
向
け
た
啓

発
の
た
め
、
県
内
市
町

村
に
先
駆
け
て
中
学
生
や
高
校

生
な
ど
の
各
年
代
に
対
応
し
た

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
事

業
を
女
性
に
限
ら
ず
実
施
し
て

い
る
が
、
女
性
に
つ
い
て
は
一

度
に
複
数
の
検
診
が
受
け
ら
れ

る
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

検
診
や
セ
ッ
ト
検
診
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。
女
性
な
ら
で
は

の
健
康
問
題
を
解
決
し
て
い
く

た
め
、
今
後
も
女
性
向
け
、
企

業
向
け
の
取
り
組
み
を
推
し
進

め
る
こ
と
が
重
要
。

女性の身体についての理解を
深めるためのプレコンセプ
ションケアセミナー

令和5年度プレコン
セプションケア事業

女性の健康を守る取り組みを
 答弁   今後も一層推し進めることが重要

高
た か は し

橋妙
た え こ

子
（創成）

質問項目▶  女性の健康 　ＰＴＡについて

録画映像
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マ
ー
ク
が
つ
い
た 

枠
内 

は
、
議
員
が
質
問
の
背
景
や
説
明
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。　
　

 

マ
ー
カ
ー 

し
て
あ
る
質
問
項
目
は
本
文
に
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

燕
市
は
複
数
の
交
通

手
段
が
整
備
さ
れ
て

い
る
が
、
鉄
道
駅
や
バ
ス
停

留
所
か
ら
遠
い
集
落
や
高
齢

化
が
進
む
地
域
で
は
、
交
通

空
白
地
帯
が
依
然
と
し
て
存

在
し
て
い
る
。
ま
た
、
公
共
交

通
が
整
備
さ
れ
て
い
て
も
、
実

際
に
使
え
る
か
ど
う
か
は
大

き
な
地
域
差
が
あ
り
、
特
に

免
許
返
納
後
の
移
動
手
段
の

確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

問
燕
市
の
交
通
空
白
地
域

の
該
当
地
域
に
つ
い
て

伺
う
。

答
現
在
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド

ア
で
移
動
で
き
る
﹁
お

で
か
け
き
ら
ら
ん
号
﹂
が
市
内

全
域
で
利
用
可
能
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
交
通
空
白
地
域
は
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
今
後
の
き
ら
ら
ん
号
の

展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

答
運
行
す
る
タ
ク
シ
ー
事

業
者
の
民
業
圧
迫
の
お

そ
れ
も
あ
り
、
増
便
は
難
し
い

と
考
え
て
い
る
。
路
線
バ
ス
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
の
役
割

分
担
を
図
り
な
が
ら
、
課
題
解

決
に
努
め
て
い
く
。

問
公
共
交
通
の
利
用
促
進

に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
活
動
に

つ
い
て
伺
う
。

答
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
沿

線
の
自
治
会
へ
利
用
促

進
を
図
る
周
知
チ
ラ
シ
を
配

布
す
る
ほ
か
、
令
和
６
年
度

に
公
共
交
通
フ
ェ
ス
タ
を
実
施

し
、
公
共
交
通
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
い
な
が
ら
利
用
促

進
を
呼
び
か
け
て
い
る
。図：公共交通の利用促進に

向けたＰＲ活動について
（燕市公共交通フェスタ）

間
も
な
く
来
年
３
月

に
市
政
合
併
20
周
年

を
迎
え
る
が
、
地
域
の
活
力

が
減
退
し
て
い
く
と
市
全
体

が
衰
退
し
て
い
っ
て
し
ま
う
。

問
地
域
の
活
力
が
減
退
し

て
い
る
と
感
じ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ

て
い
る
か
伺
う
。

答
活
発
に
活
動
し
て
い
る

地
域
も
あ
る
一
方
で
、

市
全
体
で
組
織
の
担
い
手
不
足

な
ど
の
問
題
か
ら
、
総
じ
て
活

力
は
減
退
し
て
き
て
い
る
と
感

じ
ら
れ
る
。

問
今
後
地
域
運
営
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
担
う
組
織
は
、

ど
の
よ
う
な
形
が
望
ま
し
い
か

伺
う
。

答
地
域
運
営
を
担
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
想

起
さ
れ
る
の
は
自
治
会
や
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
で
あ
り
地
域

住
民
が
主
体
的
に
参
加
し
、
継

続
的
に
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し

い
形
だ
と
考
え
て
い
る
。

高
齢
者
が
社
会
を
支

え
て
い
く
状
況
に

な
っ
て
い
く
中
、
高
齢
者
団

体
に
対
す
る
ケ
ア
も
重
要
と

考
え
る
が
。

高
齢
者
団
体
へ
の

支
援
の
拡
充
は

問
高
齢
者
団
体
に
対
し
て

の
補
助
金
の
実
情
と
今

後
の
見
直
し
を
考
え
て
い
る
の

か
伺
う
。

答
老
人
ク
ラ
ブ
、
介
護
予

防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
補
助
金
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
運
営
費
補
助
金
、
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
等
の
支
援
が
あ
り
、

適
時
適
切
に
対
応
し
て
い
き

た
い
。

人生100年時代に向けて
高齢者も社会の支えに

交通弱者の公共交通とは
 答弁   さらなる利用維持と利便性向上に努める

齋
さ い と う

藤和
か ず や

也
（創成）

質問項目▶  公共交通について 

録画映像

地域活性化に向けて、現状は
 答弁   活力は減退してきていると感じられる

藤
ふ じ い

井秀
ひ で と

人
（新風みらい）

質問項目▶  地域活性化 　 人生 100年時代 

録画映像
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アピアランスケアの拡充を！

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

と
は
、
手
術
や
治
療

に
よ
っ
て
外
見
の
変
化
に
苦

し
む
が
ん
患
者
を
ケ
ア
す
る

も
の
で
、
市
も
支
援
を
し
て

い
る
が
、
外
見
の
変
化
に
苦

し
ん
で
い
る
の
は
が
ん
患
者

だ
け
で
は
な
い
。
脱
毛
症
等

で
苦
し
ん
で
い
る
市
民
に
対

し
て
も
、
支
援
の
拡
充
が
必

要
で
あ
る
。

問
市
は
脱
毛
症
等
で
苦
し

む
方
か
ら
、
支
援
の
相

談
を
受
け
た
こ
と
は
あ
る
か
。

答
受
け
た
こ
と
は
あ
る
が
、

対
象
で
は
な
い
と
答
え
た
。

問
が
ん
患
者
同
様
に
、
脱

毛
症
等
で
外
見
の
変
化

に
苦
し
む
市
民
の
中
に
は
子
供

の
割
合
も
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。

他
の
自
治
体
で
は
支
援
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
燕
市
と

し
て
も
支
援
の
拡
充
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
他
の
自
治
体
を
調
査
し

て
検
討
し
て
い
く
。

市
内
の
全
小
中
学
校

の
生
徒
が
使
用
し
て

い
る
端
末
︵
Ｐ
Ｃ
︶
が
今
年

度
に
一
斉
に
更
新
さ
れ
る
。

適
切
な
処
分
と
有
効
活
用
が

必
要
と
考
え
る
。

問
生
徒
の
個
人
デ
ー
タ
な

ど
が
流
出
し
な
い
よ
う
、

適
切
な
処
分
が
必
要
だ
が
い
か

が
か
。

答
国
の
指
針
に
従
い
適
切

に
処
分
す
る
。

問
処
分
さ
れ
る
大
量
の
端

末
を
生
徒
の
学
習
に
利

用
し
た
り
、
分
解
等
を
障
が
い

者
福
祉
施
設
に
お
願
い
し
て
は

ど
う
か
。

答
提
案
を
受
け
た
活
用
方

法
も
含
め
検
討
す
る
。

医療用ウィッ
グは高価で、
脱毛症等で苦
しむ方の負担
は大きい

 答弁   他の自治体等も調査し検討していく録画映像

近
こ ん ど う

藤隆
た か ゆ き

行
（公明党）

質問項目▶  病気等で外見の変化に苦しむ方の経済的・精神的負担軽減 　 GIGA 第 2 期における端末の更新 

地域福祉計画の現状と課題

市
民
の
地
域
活
動
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
意
欲
は
低
下
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
各
種
施
策
を
通

し
て
主
体
的
に
福
祉
へ
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
関
係
機
関
や
団
体
と

連
携
し
て
支
援
体
制
の
充
実

に
努
め
て
い
る
。　

問
福
祉
教
育
・
啓
発
活
動

の
取
り
組
み
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

答
バ
リ
ア
フ
リ
ー
フ
ェ
ス

を
開
催
し
、
参
加
団
体

の
活
動
紹
介
や
製
品
の
販
売
を

通
し
て
福
祉
の
理
解
促
進
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
教

育
に
お
い
て
も
手
話
や
点
字
の

授
業
か
ら
思
い
や
り
等
を
育
む

指
導
を
実
践
し
て
い
る
。

問
地
域
に
お
け
る
子
供
の

居
場
所
づ
く
り
に
つ
い

て
伺
う
。

答
社
会
全
体
で
子
供
の
居

場
所
に
な
り
得
る
場
所

を
設
け
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。

こ
ど
も
食
堂
の
開
設
な
ど
、
こ

れ
か
ら
居
場
所
づ
く
り
に
取
り

組
も
う
と
し
て
い
る
人
た
ち
の

支
援
を
通
じ
て
、
で
き
る
だ
け

多
様
な
居
場
所
が
持
て
る
よ
う

環
境
整
備
に
努
め
る
。

問
児
童
虐
待
の
防
止
に
つ

い
て
伺
う
。

答
児
童
虐
待
の
防
止
に
つ

な
が
る
よ
う
、
子
育
て

応
援
課
に
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
妊
娠
期
か
ら

切
れ
目
の
な
い
相
談
や
支
援
体

制
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

出典：厚生労働省

 答弁   多職種・他機関連携を図り対応録画映像

大
お お し ま

島靖
や す ひ ろ

浩
　　　　（創成）

燕市ささえあいプラン
第４次地域福祉計画
第４次地域福祉活動計画

質問項目▶  第４次地域福祉計画 　
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マ
ー
ク
が
つ
い
た 

枠
内 

は
、
議
員
が
質
問
の
背
景
や
説
明
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。　
　

 

マ
ー
カ
ー 

し
て
あ
る
質
問
項
目
は
本
文
に
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

農業問題の今後について

今
年
の
コ
メ
不
足
の

原
因
を
ど
の
よ
う
に

見
て
い
る
か
。

問
昨
年
の
作
況
指
数
は
間

違
い
で
あ
っ
た
と
思
う

が
ど
う
か
。

答
新
潟
県
の
作
況
指
数
98

の
﹁
や
や
不
良
﹂
は
、

農
家
の
も
っ
と
少
な
い
と
思
う

実
感
と
で
は
、
少
し
乖
離
が
あ

る
と
思
う
。

問
農
林
業
経
営
体
調
査
に

基
づ
い
て
、
現
地
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答
今
年
２
月
１
日
を
調
査

期
日
と
し
て
実
施
さ
れ

た
２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
、
農
林
業
経
営
体
調
査
は
５

年
ご
と
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

問
昨
年
の
大
豆
や
ほ
か
の

作
物
の
作
付
面
積
は
ど

う
か
。

答
大
豆
が
２
７
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
野
菜
が
１
１

２
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
果
樹
が
８
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
花
卉
︵
か
き
︶
が
５

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

問
最
近
の
新
聞
報
道
で
は
、

今
年
の
米
価
の
価
格
が

予
想
さ
れ
て
い
る
が
ど
の
よ
う

に
感
じ
て
い
る
か
。

答
一
般
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
仮

渡
金
60
キ
ロ
２
万
８
０

０
０
円
以
上
を
目
標
と
し
て
い

る
と
承
知
し
て
い
る
。

問
国
や
県
は
大
規
模
経
営

を
示
し
て
お
り
、﹁
大

規
模
経
営
だ
け
で
は
農
地
は
守

れ
な
い
﹂
と
言
っ
て
き
た
が
ど

う
か
。

答
大
小
規
模
経
営
に
か
か

わ
ら
ず
、
農
地
経
営
が

維
持
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い

く
。

作況指数の実態は

 答弁   農地経営が維持できるように努めていく録画映像

土
つ ち だ

田　昇
のぼる

（日本共産党議員団）

質問項目▶  農業問題 　市長の政治姿勢

人手不足にどう挑む！？

現
在
、
中
小
企
業
や

小
規
模
事
業
者
は
担

い
手
不
足
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
、

人
件
費
高
騰
な
ど
、
様
々
な

課
題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
の

中
で
人
手
不
足
に
つ
い
て
、

市
内
の
事
業
者
か
ら
は
﹁
設

備
が
あ
っ
て
も
人
手
が
足
り

な
い
﹂
等
、
今
後
の
事
業
継

続
に
不
安
の
声
が
上
が
っ
て

い
る
。

問
人
手
不
足
が
深
刻
化
し

て
い
る
事
業
者
の
業
種

や
規
模
に
傾
向
が
あ
る
か
。

答
業
種
は
販
売
業
の
有
効

求
人
倍
率
が
６
倍
程
度
。

ま
た
、
建
設
業
も
５
倍
弱
で
、

緊
急
度
が
高
い
。
規
模
は
特
に

10
人
以
下
の
小
規
模
事
業
者

が
人
材
不
足
と
な
っ
て
い
る
と

承
知
し
て
い
る
。

問
﹁
Ｄ
Ｘ
相
談
窓
口
﹂
は
、

人
手
不
足
を
解
消
し
た

い
、
売
上
げ
を
上
げ
た
い
、
働

き
方
を
改
善
し
た
い
等
の
事
業

者
の
悩
み
を
無
料
で
支
援
す
る

素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
で
あ
る
。

し
か
し
、
名
称
に
﹁
Ｄ
Ｘ
﹂
と

あ
る
と
﹁
う
ち
に
は
関
係
な
い
﹂

﹁
難
し
そ
う
﹂
と
思
わ
れ
て
、

本
来
で
あ
れ
ば
支
援
を
必
要
と

す
る
事
業
者
に
利
用
さ
れ
な
い

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。﹁
Ｄ
Ｘ

相
談
窓
口
﹂
と
い
う
名
称
は
敷

居
が
高
く
感
じ
ら
れ
る
た
め
、

名
称
変
更
し
て
は
ど
う
か
。

答
関
係
団
体
に
意
見
を
聞

い
て
、
今
後
の
対
応
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

小規模事業者は数も多く、地域
経済や雇用の安定に直結する
ため、重点的な支援が必要

 答弁   支援事業を確実に周知していく録画映像

稲
い な む ら

村隆
た か ゆ き

行
（創成）

質問項目▶  中小企業、小規模事業者の人手不足、後継者不足問題 　空き家問題
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救急医療を守るための対策は

県
央
基
幹
病
院
の
救

急
患
者
数
が
年
間
１

万
件
程
と
な
っ
て
お
り
、
救

急
体
制
は
逼ひ

っ
ぱ
く迫

状
態
で
あ
る
。

一方
、
入
院
に
至
ら
な
い
軽
症

患
者
数
は
救
急
搬
送
で
半
数
、

ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
患
者
で
７
割

を
占
め
、
真
に
救
急
医
療
が

必
要
な
人
に
提
供
で
き
な
い

深
刻
な
事
態
が
増
加
す
る
だ

け
で
な
く
、
救
急
医
療
の
崩

壊
を
招
き
か
ね
な
い
。
徹
底

し
た
周
知
啓
発
は
も
ち
ろ
ん
、

住
民
の
健
康
を
守
り
Ｑ
Ｏ
Ｌ

を
高
め
る
べ
く
、
ヘ
ル
ス
リ

テ
ラ
シ
ー
の
向
上
に
力
強
く

注
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

問
夏
は
熱
中
症
、
冬
は
感

染
症
で
救
急
患
者
が
増

加
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
予
防
が

期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
時

期
的
な
傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
時
々
の
救
急
医
療
の
状
況

を
市
民
と
共
有
し
つ
つ
、
徹
底

し
た
啓
発
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

答
啓
発
も
必
要
で
あ
る
が
、

救
急
車
を
呼
ば
な
か
っ

た
た
め
に
重
篤
な
状
態
に
陥
る

危
険
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ご
本

人
や
周
囲
の
方
の
判
断
で
、
速

や
か
な
救
急
利
用
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

問
持
続
可
能
な
医
療
体
制

を
構
築
す
る
た
め
に
も
、

市
民
一
人
一
人
が
医
療
資
源
の

有
限
性
を
認
識
し
、
適
切
な
受

診
行
動
と
自
ら
の
健
康
増
進
を

心
が
け
る
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー

向
上
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
で

は
な
い
か
。

答
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
を

高
め
る
こ
と
が
こ
の
問

題
解
決
の
第
一
番
だ
と
考
え
て

い
る
。

入院治療を要さない軽
症患者が大半を占め、
命に関わる搬送受入が
不可となったケースも

 答弁   啓発、リテラシー向上に取り組む！録画映像

小
こ ば や し

林由
よ し あ き

明
（創成）

質問項目▶  持続可能都市の実現 

燕市の将来的な産業構造は

問
燕
市
内
の
製
造
業
に
お

け
る
労
働
力
は
足
り
て

い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
労
働
力

不
足
に
陥
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
充
足
度
を
直
接
示
す

デ
ー
タ
は
な
い
が
、
直

近
の
有
効
求
人
倍
率
や
ヒ
ア
リ

ン
グ
か
ら
労
働
力
不
足
が
続
い

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
将
来
の
燕
市
の
産
業
構

造
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
る
か

伺
う
。

答
洋
食
器
、
ハ
ウ
ス
ウ
エ

ア
と
い
う
一
つ
の
美
し
い

山
に
い
ろ
い
ろ
な
加
工
技
術
等

を
持
っ
た
企
業
群
が
集
積
・
連

携
し
、
全
体
と
し
て
見
事
な
山

脈
が
構
成
さ
れ
る
よ
う
な
そ
ん

な
イ
メ
ー
ジ
の
企
業
群
で
構
成

さ
れ
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
る
。

教
育
現
場
の
変
化

問
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
よ
っ
て

教
育
現
場
は
大
き
く
変

化
し
て
い
る
。
特
に
通
信
環
境

に
お
け
る
不
具
合
等
、
多
く
の

課
題
が
あ
る
と
思
う
が
、
そ
れ

等
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
Ｗ
Ｉ—

Ｆ
Ｉ
環
境
に
よ

る
不
具
合
に
つ
い
て
は

今
議
会
の
補
正
予
算
で
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
改
善
を
提
案
し
て
い

る
。
ま
た
、
日
々
の
ト
ラ
ブ
ル

や
課
題
等
は
全
学
校
と
教
育

委
員
会
で
共
有
し
、
対
応
し
て

い
る
。
今
年
度
、
教
育
委
員
会

で
は
教
員
向
け
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

研
修
を
３
回
計
画
し
て
お
り
、

教
職
員
が
必
要
と
す
る
ス
キ
ル

を
習
得
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

 答弁   多様性な企業と技術が集積されたまちに録画映像

田
た ざ わ

澤信
の ぶ ゆ き

行
（新風みらい）

質問項目▶  市内産業の労働力 　企業誘致の現状　 ＩＣＴ教育の現状 

ジャパン・ツバメ・イ
ンダストリアルデザイ
ンコンクール2025グ
ランプリ受賞製品
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マ
ー
ク
が
つ
い
た 

枠
内 

は
、
議
員
が
質
問
の
背
景
や
説
明
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。　
　

 

マ
ー
カ
ー 

し
て
あ
る
質
問
項
目
は
本
文
に
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市道の道路標示の再塗装を！

市
道
の
一
部
で
、
車

道
と
歩
道
を
区
切
る

白
線
や
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
、

停
止
線
、
横
断
歩
道
、
注
意

を
促
す
路
面
標
示
等
が
消
え

か
か
っ
て
い
る
。
特
に
歩
道

と
車
道
を
区
分
け
す
る
ラ
イ

ン
が
消
え
か
か
っ
て
お
り
、

通
学
に
不
安
な
児
童
・
生
徒
・

保
護
者
も
多
い
。
ま
た
、
夜

間
や
雨
天
時
に
は
視
認
性
が

極
端
に
低
下
し
、
歩
行
者
・

自
転
車
・
車
両
全
て
に
と
っ

て
危
険
な
状
態
で
あ
る
。
市

民
か
ら
の
要
望
の
声
は
多
い
。

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
毎
日

利
用
す
る
道
路
の
安
全
を
早

急
に
確
保
す
る
べ
き
だ
！

問
市
道
に
お
け
る
白
線
・

区
画
線
の
劣
化
状
況
等

を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る

か
。
危
険
度
の
高
い
箇
所
は
早

急
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
補

修
や
再
塗
装
の
優
先
順
位
を
決

め
て
い
る
の
か
。
実
際
に
寄
せ

ら
れ
た
自
治
会
や
市
民
か
ら
の

通
報
や
要
望
に
対
し
て
、
ど
の

よ
う
に
応
え
て
い
る
か
伺
う
。

答
除
雪
車
に
よ
る
削
り
取

り
や
交
通
量
等
に
よ
り

摩
擦
程
度
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

日
々
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
で
点

検
し
て
い
る
。
自
治
会
や
道
路

利
用
者
か
ら
の
通
報
に
よ
り
現

地
を
目
視
で
確
認
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
確
認
に
よ
っ
て
危
険

度
、
補
修
修
繕
の
予
定
な
ど
を

考
慮
し
て
優
先
順
位
を
定
め
、

再
塗
装
を
実
施
し
て
い
る
。

毎日利用する通学路で
も白線が消えている。
安全・安心に生活でき
るよう早急な対応を！

 答弁   予算の範囲内で可能な限り対応している録画映像

岡
お か や ま

山秀
ひ で よ し

義
（創成）

質問項目▶  市道の視認性・安全性の確保 　部活動の地域展開

知事との懇談会にどう臨むか

柏
崎
刈
羽
原
発
再
稼

働
の
是
非
を
め
ぐ
る

県
民
投
票
条
例
は
県
議
会
で

自
民
、
公
明
、
真
政
に
問
う

た
が
否
決
し
た
。
知
事
は
県

民
対
象
の
公
聴
会
の
ほ
か
、

市
町
村
長
と
の
懇
談
会
で
意

見
を
聞
く
と
し
て
い
る
。
鈴

木
市
長
は
こ
の
席
で
ど
う
い

う
立
場
を
表
明
す
る
の
か
を

問
う
た
。

問
県
議
会
で
は
、
参
考
人

の
今
本
啓
介
氏
が
有
効

署
名
14
万
３
１
９
６
筆
を
軽

視
す
る
発
言
や
、﹁
せ
い
ぜ
い

自
分
ご
と
と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
は
隣
接
市
町
村
ま
で
で
は
な

い
か
﹂
と
述
べ
、
反
対
し
た
県

議
も
こ
れ
ら
の
立
場
に
立
っ
た

こ
と
は
残
念
だ
っ
た
。

　

態
度
を
明
確
に
し
な
い
首
長

も
い
る
中
で
、
市
民
の
命
と
暮

ら
し
を
守
る
立
場
か
ら
、
鈴
木

市
長
は
ど
う
い
う
姿
勢
で
懇
談

会
に
臨
む
の
か
伺
う
。

答
３
点
言
い
た
い
と
思
う
。

い
ま
だ
に
不
祥
事
が
続

く
東
京
電
力
の
原
発
事
業
者
と

し
て
の
適
格
性
に
県
民
の
不
信

感
は
ま
だ
根
強
い
こ
と
。
避
難

計
画
の
実
効
性
に
お
い
て
も
、

住
民
が
納
得
で
き
る
ま
で
ま
だ

不
十
分
で
実
効
性
乏
し
い
と
い

う
こ
と
が
２
点
目
。
さ
ら
に
言

え
ば
、
福
島
原
発
の
訴
訟
な
ど

を
見
る
限
り
、
万
が
一
重
大
な

事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
国
の

責
任
が
曖
昧
な
点
も
気
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
懸
念
課
題
が
解
消
さ

れ
な
い
限
り
、
再
稼
働
に
私
と

し
て
は
賛
同
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
を
知
事
に
伝
え
た
い
。

賛成16、反対36で条例
案は否決され、知事は市町
村長との懇談会で意見を
聞くとしている
（写真はしんぶん赤旗提供）

 答弁   私は再稼働には賛同できないと伝えたい録画映像

長
な が い

井由
ゆ き お

喜雄
（日本共産党議員団）

質問項目▶  原発再稼働問題   指定管理施設  マイナンバー保険証
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4期15年半の政策達成度は

人
口
減
少
社
会
で

燕
市
の
未
来
像
は

問
４
期
の
選
挙
を
経
て
そ

れ
に
伴
う
所
信
表
明
、

施
政
方
針
で
掲
げ
た
政
策
方

針
の
達
成
度
を
伺
う
。

答
就
任
し
て
﹁
燕
は
ひ
と

つ
﹂
を
合
言
葉
に
、
一

体
感
の
醸
成
の
様
々
な
行
政
課

題
に
新
た
な
発
想
と
ア
イ
デ
ア

で
取
り
組
み
、
全
国
に
先
駆
け

人
口
減
少
対
策
を
明
確
に
３
つ

の
人
口
増
戦
略
の
第
２
次
燕
市

総
合
計
画
を
策
定
し
た
。
人
口

減
少
社
会
対
応
の
地
方
創
生
を

推
進
し
、
減
少
率
は
低
い
状
況

を
維
持
し
燕
市
に
住
み
続
け
た

い
市
民
や
移
住
者
数
、
ふ
る
さ

と
納
税
額
は
順
調
に
推
移
し
て

き
た
。

　

行
財
政
改
革
で
は
、
公
共

施
設
の
統
廃
合
や
集
約
、
社
会

教
育
施
設
の
使
用
料
見
直
し

な
ど
持
続
可
能
な
改
革
に
取
り

組
ん
だ
。
こ
れ
も
議
会
と
市
当

局
の
関
係
と
市
民
の
理
解
と
感

謝
し
て
い
る
。

ま
ち
全
体
を
賢
く

縮
め
る
ま
ち
に

問
昨
年
の
合
計
特
殊
出
生

率
が
１
・
15
％
の
少
子

化
下
の
燕
市
の
未
来
像
を
伺
う
。

答
人
口
が
減
る
前
提
で
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
推

進
と
公
共
施
設
の
適
正
化
の
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

15年間市政の執務を
行ってきた市長室

 答弁   議会と市当局の関係と市民に感謝録画映像

渡
わ た な べ ひ ろ の ぶ

邉広宣
（市民クラブ）

質問項目▶  市長の政治姿勢 　所得制限撤廃

地域農業の未来は

問
耕
作
放
棄
地
対
策
と
農

地
再
生
に
つ
い
て
伺
う
。

答
燕
市
で
は
現
在
、
12
・

３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
荒
廃

農
地
と
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
遊
休

農
地
が
あ
り
、
若
干
の
増
加
傾

向
に
あ
る
。
市
は
﹁
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
﹂
や
﹁
ｅ
Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ 

農
地
ナ
ビ
﹂
を
通
じ
て
状
況
を

把
握
し
、
早
期
発
見
に
努
め
て

い
る
。

　

農
地
の
再
生
に
は
時
間
と
労

力
が
か
か
る
た
め
、
農
業
委
員

会
と
連
携
し
て
対
応
を
進
め
て

い
る
。

 

ま
た
、
新
規
就
農
者
の
確
保

と
担
い
手
の
育
成
を
喫
緊
の

課
題
と
し
、
今
年
度
も
﹁
踏

み
出
せ
！ 

農
業
！
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
事
業
﹂
な
ど
で
積
極
的

な
支
援
を
行
い
、 

こ
れ
ら
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
耕
作
放
棄

地
の
解
消
と
農
業
の
持
続
的

な
発
展
を
目
指
し
て
い
く
。

燕
市
の
夏
の
暑
さ

対
策

問
暑
さ
対
策
と
し
て
市
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

答
夏
の
猛
暑
に
備
え
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
広
報

紙
に
加
え
、今
年
度
か
ら
は﹁
健

康
・
医
療
・
子
育
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
﹂

で
年
齢
に
応
じ
た
予
防
行
動
を

周
知
し
て
い
く
。

 

特
に
高
齢
者
に
は
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
サ
ロ

ン
や
家
庭
訪
問
を
通
じ
啓
発
と

見
守
り
を
強
化
し
、
水
分
と
三

食
の
食
事
の
際
に
汁
物
等
で
の

塩
分
補
給
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
公
共
施
設
を
﹁
お

や
す
み
処
涼
館
﹂
と
し
て
開
放

し
、
今
年
度
も 

６
月
か
ら
10
月

ま
で 

23
か
所
で
開
設
し
て
い
る
。

 答弁   持続可能な燕市農業へ多角支援録画映像

小
こ ば や し

林秋
あ き み つ

光
（創成）

質問項目▶  耕作放棄地対策と農業再生 　 猛暑対策と公共施設の活用 

MAFFアプリは、農林水
産省が提供する農林漁業
従事者向けの公式アプリ。
役立つ情報が届く
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マ
ー
ク
が
つ
い
た 

枠
内 

は
、
議
員
が
質
問
の
背
景
や
説
明
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。　
　

 

マ
ー
カ
ー 

し
て
あ
る
質
問
項
目
は
本
文
に
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市長に報告していたのか

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

後
の
健
康
被
害
に
つ

い
て
、
国
の
死
亡
認
定
数
は

現
在
、
１
０
０
０
人
を
超
え

て
い
る
。
そ
の
中
に
は
燕
市

民
も
１
人
含
ま
れ
て
い
る
。

後
遺
症
に
苦
し
ん
で
い
る
人

は
、
ど
れ
ほ
ど
い
る
の
か
分

か
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
市
民
に
見
舞
金
を
支

給
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
２
回
目
受
け
ら

れ
な
く
て
死
亡
し
た
人
数
に
つ

い
て
。

答
住
民
基
本
台
帳
で
確
認

す
る
と
74
人
で
あ
る
。

問
接
種
後
一
週
間
で
死
亡

し
た
人
は
１
回
目
５
人
。

２
回
目
４
人
。
３
回
目
５
人
。

４
回
目
４
人
と
こ
れ
だ
け
短
期

間
で
亡
く
な
っ
て
い
る
と
、
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
の
因
果

関
係
は
あ
る
と
思
う
が
、
国
は

認
め
よ
う
と
し
な
い
。
因
果
関

係
を
認
め
て
い
る
の
は
た
っ
た

２
人
で
あ
る
。
後
遺
症
に
苦
し

む
市
民
の
相
談
件
数
に
つ
い
て
。

答
令
和
３
年
度
３
件
、
４

年
度
７
件
、
５
年
度
６

件
、
６
年
度
４
件
、
７
年
度
５

月
末
ま
で
で
１
件
で
あ
る
。

問
副
反
応
や
後
遺
症
に
苦

し
む
人
に
医
療
費
等
の

経
済
的
負
担
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
名
古
屋
市
や
市
川

市
、
県
内
で
は
新
発
田
市
が
市

独
自
に
見
舞
金
を
支
給
し
て
い

る
。
検
討
で
き
な
い
か
。

答
現
在
の
と
こ
ろ
検
討
し

て
い
な
い
。

 答弁   因果関係が不明のため報告していない録画映像

タナカ・キン
 （市民クラブ）

質問項目▶  新型コロナワクチン接種による健康被害 　新たな敬老事業

周辺市町村との今後の連携は

人
口
減
少
が
進
む
中

で
、
こ
れ
か
ら
の
人

口
規
模
を
見
据
え
て
、
こ
れ

ま
で
一つ
の
市
で
行
っ
て
き
た

こ
と
や
維
持
し
て
き
た
施
設

に
つ
い
て
、
よ
り
広
域
で
整

理
・
集
約
し
た
り
役
割
分
担

す
る
必
要
性
が
考
え
ら
れ
る
。

問
公
共
施
設
に
お
い
て
は
、

今
後
は
、
県
央
５
市
町

村
な
ど
広
域
で
の
集
約
化
も
必

要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
施
設
に
よ
っ
て
は
、
他

市
町
村
と
の
統
廃
合
も

含
め
た
広
域
で
の
集
約
化
は
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
は

必
要
性
に
つ
い
て
市
民
へ
の
働

き
か
け
、
意
識
転
換
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

問
人
口
減
少
対
策
や
産
業

振
興
な
ど
政
策
も
市
レ

ベ
ル
だ
け
で
は
な
く
、
５
市
町

村
で
の
広
域
連
携
し
た
政
策
が

今
後
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の

考
え
を
伺
う
。

答
広
域
的
な
対
応
が
お
互

い
の
メ
リ
ッ
ト
と
な
る

分
野
で
は
、
周
辺
市
町
村
と
協

力
し
な
が
ら
都
市
機
能
の
充
実

や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

り
、
持
続
的
な
発
展
に
つ
な
げ

て
い
く
。

重
症
心
身
障
害
児

等
へ
移
動
支
援

問
障
が
い
の
あ
る
方
に
対

し
て
、
新
潟
市
が
実
施

し
て
い
る
送
迎
の
み
の
移
動
支

援
を
燕
市
で
導
入
で
き
な
い
か

伺
う
。

答
新
潟
市
で
の
実
施
方
法

を
参
考
に
、
専
門
部
会

や
関
係
部
署
で
協
議
を
行
な
っ

て
い
る
。
今
後
も
障
が
い
の
あ

る
方
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
活
を
送
れ
る
よ
う

協
議
を
進
め
て
い
く
。現在の計画では文化

会館は、今後、改築
検討期に他自治体と
の広域連携も検討

 答弁   協力しながら持続的発展が必要と考える録画映像

佐
さ の

野大
だ い す け

輔
（新風みらい）

質問項目▶  県央５市町村との連携 　 重症心身障害児（者）等への支援 　不登校対応

予防接種健康被害救済制度
新型コロナワクチン

年代・性別 死亡認定数

年代 男性 女性 認定数

10代以下 8 2 10

20代 22 6 28

30代 26 3 29

40代 36 15 51

50代 65 19 84

60代 89 53 142

70代 192 101 293

80代 133 123 256

90代以上 32 69 101

合　計 603 391 994

出典：

「おかしくないですか!?

日本人・謎の大最死

知ってください、衝撃の事実」

著者／藤江成光
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政務活動費

令和5年度までは、各会派に対して「4月１日の所属議員数に基づいて一人当たり月額2万円」として

いました。令和6年度からは、各会派に対して「4月１日の所属議員数に基づいて１人当たり月額１万

円」、議員個人に対して「１人当たり月額１万円」をそれぞれ一括して交付します。なお、残額がある

場合は市へ返還します。

政務活動費の収支を

　　お知らせします 政務活動費は
議会ホームページ
で公開しています

令和6年度

会派別政務活動費収支報告（令和６年４月〜令和７年３月）

個人別政務活動費収支報告（令和６年４月〜令和７年３月）

単位：円

単位：円

会派・ 
議員数 公明党 市民クラブ 日本共産党議員団 新風みらい 創成 合計

(=議員数)
項目 2人 2人 ３人 ５人 ８人 20人

政務活動費交付額① 240,000 240,000 360,000 600,000 960,000 2,400,000
支　出　② 219,773 64,050 32,793 601,889 865,150 1,783,655

差引（①－②） 20,227 175,950 327,207 -1,889 94,850 616,345
政務活動費返還金 20,227 175,950 327,207 0 94,850 618,234

項目　　　　　　議員名 齋藤和也 稲村隆行 佐野大輔 近藤隆行 高橋妙子 小林秋光 大島靖浩

政務活動費交付額① 120,000 120,000 120,000 120,000 120,000 120,000 120,000
支　出　② 117,589 57,464 122,560 86,600 133,680 68,950 104,100

差引（①－②） 2,411 62,536 -2,560 33,400 -13,680 51,050 15,900
政務活動費返還金 2,411 62,536 0 33,400 0 51,050 15,900

項目　　　　　　議員名 田中淑子 岡山秀義 田澤信行 藤井秀人 宮路敏裕 中山眞二 タナカ・キン

政務活動費交付額① 120,000 120,000 120,000 120,000 120,000 120,000 120,000
支　出　② 137,400 108,000 137,400 120,000 12,000 133,660 87,830

差引（①－②） -17,400 12,000 -17,400 0 108,000 -13,660 32,170
政務活動費返還金 0 12,000 0 0 108,000 0 32,170

項目　　　　　　議員名 長井由喜雄 齋藤信行 渡邉広宣 土田　昇 小林由明 渡邉雄三 合計 
(議員20人)

政務活動費交付額① 120,000 120,000 120,000 120,000 120,000 120,000 2,400,000
支　出　② 98,410 120,000 48,000 12,000 113,990 71,520 1,891,153

差引（①－②） 21,590 0 72,000 108,000 6,010 48,480 508,847
政務活動費返還金 21,590 0 72,000 108,000 6,010 48,480 573,547
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議決結果・議会日誌他

4月21日 新潟県胎内市  議会運営のデジタル化

5月 ８日
新潟県議会
総務文教委員会

燕市教育の取組について

5月21日 愛媛県四国中央市 公共交通施策について

6月 30日 秋田県横手市
職場づくり推進補助金、
つばめ産学協創スクエア事業

7月24日 大分県別府市 つばめ若者会議について

7月29日 山口県下関市 地域の人事部＠燕について

視察の受け入れ

議会日誌　主な動きをお知らせします

6月27日 議会運営委員会、全員協議会、本会議（最終日）

7月 14日 議会広報等特別委員会

7月 24日 三市議会議員合同研修会

7月29日
 〜30日

大河津分水大改造事業促進特別委員会行政視察

5月 12日 議会運営委員会

5月 15日
市民厚生常任委員会  市内視察
産業建設常任委員会  市内視察

5月 16日 総務文教常任委員会　市内視察

5月 20日 燕・弥彦総合事務組合議会　第1回臨時会

6月 5日 議会運営委員会

6月 9日 全員協議会

6月 10日 議会広報等特別委員会

6月 16日 本会議（初日）

6月 17日 本会議（２日目）

6月 18日 本会議（３日目）

6月 20日 総務文教常任委員会

6月 23日 市民厚生常任委員会

6月 24日 産業建設常任委員会

議会中継はこ
ちらからご覧
いただけます

６月定例会の議決結果 網かけ（　　）は、賛否が分かれた議案等です。賛成数・反対数、
議員の賛否内訳は下の表をご覧ください。議案等の詳細、過
去の賛否内訳も議会ホームページから見ることができます。

番　号 件　　　名
審議
結果

掲載
ページ

専
決
処
分
の

報
　
　
　
告

2 燕市税条例の一部改正 ◎

3 燕市国民健康保険税条例の一部改正 ◎

4 令和６年度燕市一般会計補正予算（第11号） ◎

5 令和７年度燕市一般会計補正予算（第１号） ◎

人
事

1〜5 人権擁護委員候補者の推薦 ◎

37 燕市教育委員会委員の任命 ◎

契
約
の
締
結

38 分水公民館大規模改修工事（建築） ◎

39 分水公民館大規模改修工事（電気設備） ◎

40 分水公民館大規模改修工事（機械設備） ◎

48 B＆G海洋センター移転建設工事（建築） ◎

49 B＆G海洋センター移転建設工事（機械設備） ◎

番　号 件　　　名
審議
結果

掲載
ページ

条
例

41 燕市税条例の一部改正 ◎

42 燕市福祉の家条例の廃止 ◎

43
燕市地域経済牽引事業の促進のため

の固定資産税の課税の特例に関する条

例の一部改正

◎

44 燕市児童クラブ条例の一部改正 ◎

そ
の
他

45 財産の処分（旧燕労災病院敷地） ◎

46 財産の取得 （学習用コンピュータ等） ◎

補
正

予
算 47 令和７年度 燕市一般会計補正予算

（第２号）
◎ P4-5

◎は全会一致、○は賛成多数、△は継続審査、×は否決

中山眞二 議員 渡邉雄三 議員

G i k a i  T o p i c sG i k a i  T o p i c s

全国市議会議長会と北信越市議会議長会か
ら、長年の功績を称えて表彰されました。
６月 27 日、議場において、表彰状と記念バッ
ジの授与が行われました。

正副議長歴
４年以上

在職
20年以上

正副議長歴
４年以上

市 政 の 発 展 に 尽 力



　月に1回コミュニ
ティセンター殿島を使
わせていただき、こども
食堂を運営しています。
　子供たちの居場所とともに、
食事を作る体験をしてもらいたい、地域
の大人と子供が触れ合う機会をつくりたいという
思いで始めました。中高生の方も大歓迎なので
ぜひ気軽に来てください！
　議会だよりは全体を眺めながら気になる記事
に目を通しています。
燕市は、こども食堂への助成金もですが、海外派遣や様々な
取り組みなど子供にとって、とてもいいところだと思います。

代表者 佐藤 昌子さん （小児科医）

代表
白椿 晴江さん

　　　　　㊨ 担当者 河合 純さん 

㊧ 学生ボランティア 竹田 栞
か

音
の ん

さん 

 　子供のありのままを受け入れら
れる場所があることが大切だと思
い、開設しました。弱いつながりで
も、たくさんのつながりがあるこ

とで子供たちのセーフティネッ
トになり得ると思っています。

　毎週土曜日、ボランティ
アスタッフが子供たちと一
緒に過ごすことで、異年
齢の交流がはかられてい

ます。分水の多世代交流拠
点として、市内外問わず、い

ろいろな方に来てほしいと思っ
ています。

　元々県内や被災地で子供の支援に関
わっており、そこで得た知識や経験を地
域に還元できればという思いで、2017年
からこども食堂を始めました。
　参加者は子供だけでなく、様々な世代
の方々も来てくれて、地域の交流の場と
もなっています。
　議会だよりは読んでいます。市からは
こども食堂の運営を支援してもらい、あ
りがたいです。

「マチイロ」のダウン
ロードはこちらから

議会だよりは年４回（２月１日・５月１日・
８月１日・11 月１日）発行。各戸配布のほか、
議会ホームページやスマートフォンアプリ

「マチイロ」からもご覧いただけます。

高齢者や視覚の弱い方にも配
慮したユニバーサルデザイン

フォントを
使用してい
ます。

表 紙（ №35～ №45、№56～ №82）
を担当してくれていた金子明さんが
亡くなりました。東京時代に漫画の
新人賞を受賞し、デビューか？とい
うところでしたが夢はかないません
でした。若い頃のアダ名が「ゴジラ」。
そして野球漫画が好きだったことか
ら、組み合わせてみました。合掌…

今 ・ 号 ・ の ・ 表 ・ 紙
C o v e r  s t o r yC o v e r  s t o r y

ISBN979-4-15213-2021

9 000000 000000

¥FREE(Priceless!)

ISBN979-4-15213-2021

¥FREE(Priceless!)

ISBN15213-2021

0256-77-8341

¥FREE...(for燕市民)

9 000000 000000

燕市議会

¥FREE(for燕市民)
燕市議会TSBN15213-2025

ISBN979-4-15213-2021

9 000000 000000

¥FREE(Priceless!)
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こどもの居場所
SAKURAぶんすい

（分水福祉会館）

分水地区

つばめ地域食堂
（東栄町自治会館）

吉田地区

こども食堂の支援に
感謝しています！

地域でつながる 
みんなのこども食堂♫

燕市は子供にとって
よいまちです♫
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今号から、「こども食堂」を
紹介していきます。

こども食堂

時代がスマホなどデジタル化が進
む中で、多くの方に読んでいただけ
るよう議会だよりは紙面での提供を
行っています。 これからも「市民の
声」での聞き取りを通して広く市民
の現況をお伝えするなど「伝わる」
議会だよりの編集に取り組みたいと
思います。（齋藤信行）

編 ・ 集 ・ を ・ 終 ・ え ・ て
F r o m  e d i t o rF r o m  e d i t o r

みなみくーちゃん食堂
（コミュニティセンター殿島）

燕地区


